
令和2年 7月 31日 

明倫小学校 感染症対策 

飛沫や接触による感染経路を断つために、①手洗い、②咳エチケット、③消毒を指導しています。 

①  手洗いについて  

手指で目、鼻、口をできるだけ触らないよう指導するとともに、接触感染を避ける方法として、手洗いを指導し

ています。外から教室等に入る時やトイレの後、給食（昼食）の前後や、活動の前後など、こまめに手を洗うよう

指導しています。教室前の廊下に消毒液を設置しています。教室へ入る前に消毒をするように指導しています。 

②  咳エチケットについて  

感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖、肘の内側など

を使って、口や鼻をおさえるよう指導しています。 

③ 教職員・児童はマスクを着用しています。 

 マスクの着用について（枚方市立小中学校における新型コロナウイルス感染症対策マニュアル 第三版より）  

学校教育活動においては、近距離での会話や発声等が必要な場面も生じうることから、飛沫を飛ばさないよう、児

童生徒等及び教職員は、基本的には常時（原則として、自宅を出る時点から帰宅するまで）マスクを着用すること

が望ましい。ただし、十分な身体距離が確保でき、近距離での会話を控えるようにするなどの配慮ができ、以下の

ような場合には、マスクを着用する必要はありません。  

（１）熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合（登下校時等）  

（２）体育の授業  

なお、児童生徒本人が暑さで息苦しいと感じた時などには、マスクを外したり、一時的に片耳だけかけて呼吸したり

するなど、自身の判断でも適切に対応できるように指導してください。  

また、マスクの着用が難しい児童生徒が「感触が苦手」あるいは「息苦しく感じる」等、マスクの着用が難しい場 

合は、原因を探り、マスク着用に代わる手段がないか、個々の状況に応じて検討し、対応すること。  

なお、マスクについては、素材・色問わないが、口や鼻を覆い飛沫を防ぐもので、清潔であること。  

［マスクを外すとき］  

手指にウイルス等が付着しないよう、なるべくマスクの表面には触れず、内側を折りたたんで清潔なビニール 

や布等に置くなどして清潔に保つこと。 （机の横のフックにかけています） 

［マスクを捨てるとき］  

マスクの表面には触れずにビニール袋等に入れて、袋の口を縛って密閉してから廃棄すること。 

④ 授業後には教室等の消毒を教職員が行っています。 

⑤ 教室・体育館等の換気を行っています。（エアコン使用時も扇風機を回し、窓やドアを開けています。） 

⑥ 子ども同士、距離を保つよう声掛けをしています。 

⑦ 教室はできるだけ距離を空けて、机を配置しています。（1教室40人まで） 

⑧ 給食配膳の時等にフェイスシールドを活用しています。 

 

 

 



明倫小学校 熱中症対策 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ふれあい広場の手洗い場と、運動場に張ったテント下にミストを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

＜お願い＞（再掲） 

・毎朝登校前に体温測定を含めた健康観察を行い、「健康観察カード」への記録、学校への持参をお願

いします。 

・登校後、発熱を確認した場合は、保護者の方に連絡しますので、お迎えをお願いします。 

・学校内では教職員、子ども達ともにマスクを着用して過ごしておりますが、給食や体育の時など、マ

スクを外す場面もあります。外した時に床に落としてしまうこともありますので、マスクの予備を用

意していただけるご家庭は、ランドセルの中に袋に入れて持参していただきますようお願いします。 

             ＜登下校等の暑さへの対策について＞ 

① 脱水症状の回避 

・水筒を忘れずに持ってきてください。スポーツドリンクを持たして下さる場合も、

お茶を必ず持たせてあげてください。 

 （熱中症を防ぐために、希望されるご家庭は、お茶の入った水筒とともに、スポーツドリンクを水筒

に入れて持参することも可能とさせていただきます。 

ペットボトルは破損しやすいため、必ず水筒に入れてください。また、スポーツドリンクには糖分が

多く含まれているため、のどが渇く場合がありますので、スポーツドリンクを持参する場合も、必ず

別の水筒にお茶を入れて、両方とも持参していただきますようお願いします。 

 学校でもこまめな水分補給を指導していきたいと思いますので、ご理解いただきますようよろしく

お願いします。） 

② 体温上昇の防止 

・冷感タオルを持ってきてもかまいません。 

③ 直射日光の回避 

・できるだけ帽子の着用をお願いします。 

④ 登下校の負担軽減 

・家庭学習で使用しない教科書等については、できるだけ学校に置いておき、荷物を

減らします。リュックや手提げかばんで登校してもかまいません。 

 

・必要であれば薄手の羽織る上着をもたせてあげてください。 

 

 


